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尾道学資料 

 

画家「小林和作」の書簡資料 

 

※本誌の特徴として、学会員がそれぞれに研究・教育・社会活動に携わる記録や資料を 

必要に応じて格納し、広く社会に公開して文化発展の助けにするという側面がある。 

荒木正見は「尾道学」の必要性を初めて唱えたものとして、手元に多くの尾道関係資料 

を有するし、また現在も活躍中の尾道学研究会のメンバーも貴重な資料収集に当たって 

いる。それらの多くは現在編纂中の新規「尾道市史」のために尾道市に収納されつつ 

あるが、中には収納されにくい資料もあるし、重なっても本誌にも残しておきたい資料 

もある。それらを柔軟に格納できる本誌の特徴を生かして尾道学資料を格納していく。 

本号では画家小林和作の書簡資料を掲載する。 

 

前号にも述べたが、画家小林和作（明治 21年(1888)～昭和 49年(1974)）は、山口県秋

穂に育った後、京都、東京を経て昭和 9年(1934)に尾道に移住し 86年の生涯を閉じるま

で 40年間を尾道で過ごした。 

前号に引き続き、小林和作のご親族から書簡資料を半永久的に残したいと、荒木正見宛

ご依頼があったため、本誌に掲載する。 

宛先は弟泰九郎(1976.6.21逝去)である。内容は、そのすぐ下の弟英十郎(1971.2.8逝去)

の死去に当たってのもので、小林和作のひととなり、兄弟に対する愛情、など様々な人間

的側面が感じられるものであり、資料としても貴重なものである。快くご提供賜ったご親

族に心より感謝申し上げる。（荒木正見） 
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